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【手続補正書】
【提出日】平成27年2月10日(2015.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可とう性を有する第１の基板の一方の面上に、第１の電極を形成する工程と、
　支持基板の一面上に、有機物層を設ける工程と、
　前記有機物層を加熱して溶融させた状態で、前記第１の基板の他方の面と、前記有機物
層とを密着させる工程と、
　前記有機物層を冷却して固化させ、前記第１の基板と前記支持基板とを前記有機物層を
介して接着する工程と、
　前記第１の電極上に、発光性の有機化合物を含む層を形成する工程と、
　前記発光性の有機化合物を含む層上に、第２の電極を形成する工程と、
　前記有機物層を加熱して溶融させた状態で、前記支持基板から前記第１の基板を剥離す
る工程と、を有し、
　前記有機物層に、融点が３０℃以上１５０℃以下の有機化合物を含む材料を用いること
を特徴とする発光装置の作製方法。
【請求項２】
　可とう性を有する第１の基板の一方の面上に、第１の電極を形成する工程と、
　支持基板の一面上に、有機物層を設ける工程と、
　前記有機物層を加熱して溶融させた状態で、前記第１の基板の他方の面と、前記有機物
層とを密着させる工程と、
　前記有機物層を冷却して固化させ、前記第１の基板と前記支持基板とを前記有機物層を
介して接着する工程と、
　前記第１の電極上に、発光性の有機化合物を含む層を形成する工程と、
　前記発光性の有機化合物を含む層上に、第２の電極を形成する工程と、
　前記第１の基板の前記一方の面と対向し、且つ可とう性を有する第２の基板と、前記第
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１の基板とを封止層を介して接着する工程と、
　前記有機物層を加熱して溶融させた状態で、前記支持基板から前記第１の基板を剥離す
る工程と、を有し、
　前記有機物層に、融点が３０℃以上１５０℃以下の有機化合物を含む材料を用いること
を特徴とする発光装置の作製方法。
【請求項３】
　請求項２において、
　前記第１の基板または前記第２の基板の一方に、金属材料または合金材料を用い、
　前記第１の基板または前記第２の基板の他方に、前記発光性の有機化合物からの発光を
透過する材料を用いることを特徴とする発光装置の作製方法。
【請求項４】
　請求項２において、
　前記第１の基板または前記第２の基板の一方に、金属材料または合金材料を用い、
　前記第１の基板または前記第２の基板の他方に、前記第１の電極に近い側からガラス層
と有機樹脂層とが順に積層され、且つ前記発光性の有機化合物からの発光を透過する積層
体を用いることを特徴とする発光装置の作製方法。
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